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小学校高学年児童及び中学校生徒の
日本語表現の不適格性の分析から

千葉大学教育学部

伊坂 淳一

１ 研究の概要

【目的】

【調査の概要】
• 平成23年2月～3月、同24年2月～3月
• 千葉県内小学校2校・中学校3校
• 課題を提示しての自由記述作文
• サンプル数（右表）

日本語を母語とする小・中学生の日本語による自由記述作文を資料と
し、そこに現れた文法的な不適格性を量的･質的の両面から分析して、
国語教育における「書くこと」の指導に資する基礎データを提示する。

【調査の方法】
• 教室の教員に依頼 →ふだん通りに書く環境
• 20分程度 →推敲に時間をかけない

【児童生徒に与えた課題】（提示文はルビ付き）

今年一年間の国語の時間についてふりかえり、つぎの題目のなかか
ら、すきなものを一つえらんで、かんたんな作文を書いてください。

テストではありませんので、ふだんのままの気もちで書いてください。
１ いちばん楽しく学習できたこととその理由
２ いちばん自分のためになったと思うこととその理由
３ いちばん強くおぼえていることとその理由

【調査シート】
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【児童生徒に与えた課題の性質】

 書かせる文章の種類としては随筆文
• 随筆文は小学校６年教科書で扱われることが多い

 年度末のふりかえり的な性格
• どの児童生徒にも書きやすいだろう
• 引用や転記をふせげるだろう

 日常的な「書くこと」の指導の比重 、推敲に関する指導の比重、言語表
現形式を整えることの指導の比重などについては未勘案

２ 文法的不適格性の考察範囲

 作業仮設としての定義（資料１）

 個別事例の適否判断＝研究者自身の判定

 除外例（資料２）
• 表記上の誤りや単純な脱字・衍字と思われるもの
• 語彙レベルの問題に還元できるもの
• 現代的な言語の変化やゆれの過程にあるもの
• いわゆる「ら抜き言葉」や「たり・たり」の欠落、その他の口頭語的な表現

一般

構文上の何らかの原因によって、文法的に適格性を欠いた文

３ 考察(1)－「不適格性の出現は学年進行と関係するか」

 学年進行に伴いおおよそ改善される。特に中２段階で改善される。

４ 考察(2)－「不適格性が集約的に出現するのはどこか」

①理由表現（資料３） ・ 中２の微増について、理由は不明
・ 小学生には直接的な理由表現文が多出
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４ 考察(2)－「不適格性が集約的に出現するのはどこか」

①理由表現 ・ 判定の微妙な事例がある。（資料４）
・ 表現の技能の差が見られる。（資料５）
・ なぜ理由表現に不適格性が多く表れるか？

→理由について聞いたので、理由表現の文が多くなった。

 学習指導要領（小学校・中学年）との関連

４ 考察(2)－「不適格性が集約的に出現するのはどこか」

②文の接続（資料６） ・ 特に小学生から中１までに頻度が高い
・ 類型は見られるが、単一的な分類は不可能

分類は試
みたが、本
来分けられ
るものでは
ないだろう。

４ 考察(2)－「不適格性が集約的に出現するのはどこか」

③主語・述語の整合性＝いわゆる「文のねじれ」（資料７）
・ 文のねじれの出現頻度はかなり低い

４ 考察(2)－「不適格性が集約的に出現するのはどこか」

④主題の表現（資料８）
・ 単純に、「ハ」と「ガ」の混同のように扱えるのか。

（例えば、「総記のガと対比のハは紛れやすい」といえるか。）
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４ 考察(2)－「不適格性が集約的に出現するのはどこか」

⑤述語の格支配（資料９）
・ 「～が…覚えている」への集中

→ 「～がよく理解できた／～がよくわかった／～が印象に残ってい
る。」などとの錯綜？

４ 考察(2)－「不適格性が集約的に出現するのはどこか」

⑤述語の格支配（資料９）
・ 「～が…覚えている」への集中

 課題の提示文からの干渉？

 小学校低学年から書き慣れている文型からの干渉？

１ いちばん楽しく学習できたこととその理由
２ いちばん自分のためになったと思うこととその理由

・私は～がいちばん楽しく学習できた。
・私は～がいちばん自分のためになった。

・私は～がいちばんよくおぼえている。

・私は～が好きです／～がほしいです。
・私は～がよかったです。～がうれしかったです。

５ 小中学生の不適格例は文法研究とリンクするか

資料８［主題の表現に関わる不適格例］
(3) 授業の途中のミニコントではＡ君やＢ君などとやったのは一番楽しかったです。（中１）
(4) 又、最終的に、主人公を許すべきか、許してはいけないかの議題で、かなり激しい議
論をした時は、二学年の中で一番楽しかった。（中２）
(7) 自分は今年一年間の国語の時間にやったことでいちばん強くおぼえていることは走
れメロスです。（中２）
(8) 僕は一番楽しく学習することができたのは「川柳・俳句」です。（中１）

 文法研究のカテゴリーに結び付けたくなる
• 「ハ」と「ガ」の使い分け ・「総記」はガで表示する

・従属文中の主語はガで表示する

５ 小中学生の不適格例は文法研究とリンクするか

資料８［主題の表現に関わる不適格例］
(3) 授業の途中のミニコントではＡ君やＢ君などとやったのは一番楽しかったです。（中１）
(4) 又、最終的に、主人公を許すべきか、許してはいけないかの議題で、かなり激しい議
論をした時は、二学年の中で一番楽しかった。（中２）

 課題の提示文からの干渉（その２）？

 当初プラン→タイムラグ→文型シフト

１ いちばん楽しく学習できたこととその理由
２ いちばん自分のためになったと思うこととその理由

・いちばん楽しく学習できたことは～
・いちばんためになったと思うことは～

いちばん楽しく学習できたことは ［～でした］

［いちばん楽しく学習できたことは］ … ［～が］いちばん楽しかったです。
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５ 小中学生の不適格例は文法研究とリンクするか

資料８［主題の表現に関わる不適格例］
(7) 自分は今年一年間の国語の時間にやったことでいちばん強くおぼえていることは走
れメロスです。（中２）
(8) 僕は一番楽しく学習することができたのは「川柳・俳句」です。（中１）

 文章を「私は」「ぼくは」と書き出すことが、習慣的な話形として無意識に
身についているのではないか。

５ 小中学生の不適格例は文法研究とリンクするか

資料６［文の接続に関する不適格例］
(1) 理由は、私も１年生の時、転校することになって、なかよしだった友だちと別れることに
なって、さみしかったし、船橋から、習志野に引っこすから、友だちに会えるかとか、友だ
ちができるか、心配で、よく熱を出していたけど、最後の日に、学校行けてうれしかった。
（小５）

 「接続助詞や接続詞の使い方について理解できていない」という文法
的知識の欠如や、文法的な直感的言語能力が未発達である、という
ことではなく、言語運用レベルにおいて、「当初プラン－タイムラグ－
文型シフト」が、書く行為の中で常時に介入してくるためであると捉え
るべきであろう。

６ 小中学校で言語表現形式の適格性について指導すべきか

• 「書くこと」の学習指導においては、優先すべき事項が多々ある。

• 特別な指導をしなくても、形式的な不適格性はいずれ解消されていく。

• 包括的な推敲の能力を習得させるべきである。

• 自分で自分の言語表現を読み返し、不適格な箇所を発見できる直感力、
友だちの言語表現を読んで、不適格な箇所を指摘して説明できる能力
を、６年間、９年間を通して、「書くこと」の中に明確に位置付け、学習活
動をくり返すことが重要であろう。ただし、これも「書くこと」全般の中で他
に優先すべき事項がある場合は、付加的でもやむをえないだろう。

６ 小中学校で言語表現形式の適格性について指導すべきか

（例）［次期学習指導要領(案)］小学校中学年

思考力・判断力・表現力等の目標
(2) 筋道立てて考える力や豊かに感じたり想像したりする力を養い，日常生活における人との
関わりの中で伝え合う力を高め，自分の思いや考えをまとめることができるようにする。

ア 相手や目的を意識して，経験したことや想像したことなどから
書くことを選び，集めた材料を比較したり分類したりして，伝え
たいことを明確にすること。

イ 書く内容の中心を明確にし，内容のまとまりで段落をつくった
り，段落相互の関係に注意したりして，文章の構成を考えること。

ウ 自分の考えとそれを支える理由や事例との関係を明確にして，
書き表し方を工夫すること。

（例）
「理由」を言いたい
時は、どのように書
いたらいいだろう
か？
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